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吹田市分別収集計画 

令和７年９月 

（2025年） 

 

１ 計画策定の意義 

   本市は、豊かな人的・社会的資源を活かし、市民・事業者・行政の三者協働により、

３Ｒを前提としつつ、大量生産・大量消費・大量廃棄による様々な環境問題を解決し、

限られた資源を最大限活用する循環型社会・低炭素社会の構築を目指しているところ

である。 

   本計画は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「法」

という。）第８条に基づいて、一般廃棄物の大半を占める容器包装廃棄物を分別収集し、

容器包装廃棄物の減量や最終処分地の延命化、温室効果ガスの削減、資源の有効利用

を図るため、市民・事業者・行政の三者が一体となって取り組むべき方針を示したも

のである。 

 

２ 基本的方向 

⑴ ごみの発生抑制を優先する社会への転換 

⑵ 多くの市民が参加しやすいリサイクルシステムの構築 

⑶ 排出者責任の確立と事業系ごみの減量促進 

 

３ 計画期間 

   本計画の計画期間は、令和８年（2026年）４月を始期とする５年間とし、３年ごと

に見直すものとする。 

 

４ 対象品目 

   本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器

（無色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、その他の紙製容器包装、ペット

ボトルを対象とする。 
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５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

 

（単位：トン） 

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

206 207 208 209 210

348 350 351 353 355

1,065 1,070 1,075 1,080 1,085

517 520 522 524 527

563 565 568 570 573

300 302 303 305 306

4,168 4,187 4,206 4,225 4,245

3,855 3,873 3,891 3,908 3,926

1,231 1,237 1,243 1,248 1,254

9,601 9,645 9,689 9,733 9,777

180 181 182 183 183

合　計 21,856 21,956 22,056 22,156 22,257

（プラ製容器包装の内数）白色トレイ

プラスチック製容器包装

スチール製容器

アルミ製容器

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容器

紙パック

段ボール

その他紙製容器包装

ペットボトル

 

 

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第８条第２項第

２号） 

容器包装廃棄物の排出抑制の促進を図るため、以下の方策を実施する。 

なお、実施にあたっては、市民・事業者・行政がそれぞれの立場から役割を分担し、

相互に協力・連携を図る。 

 

⑴ ごみの発生抑制を優先する社会への転換 

ア プラスチックごみ削減への取組 

ワンウェイプラスチック容器であるペットボトルの利用削減を目的に給水スポ

ットを地域に広げ、マイボトルの利用を図るとともに、使い捨てコンタクトレン

ズの空ケース回収の推進等、プラスチックごみの削減に取り組みます。 

イ 繰り返し使える製品や詰替え製品、ワンウェイ製品の代替品の普及 

マイバッグ・マイカップ・マイボトルの推進、イベント等においてリユース食

器を使用するよう指導や情報提供を行います。また、行政自身も使い捨てになる

ワンウェイ製品の利用を低減させます。 

ウ 三者協働による発生抑制型社会の構築 

吹田市ごみ減量再資源化推進会議において、市民・事業者・行政が一体となり、

食品ロスやプラスチックごみ削減をはじめとしたごみ減量の取組を議論し、展開

します。 

エ マイバッグ持参率の維持 

レジ袋有料化の義務化により高まったマイバッグの持参率を維持します。 
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 ⑵ 多くの市民が参加しやすいリサイクルシステムの構築 

  ア ペットボトルの拠点回収の促進 

本市及び容器包装類の販売店が設置しているペットボトル回収拠点の利用を促

進します。 

  イ 使用済み食用油の拠点回収の促進 

     本市及び協定締結事業者等が設置している使用済み食用油の回収拠点の利用を

促進します。 

ウ トレイ等の店頭回収の利用促進 

トレイや飲料用紙パック等の資源物の店頭回収の利用を促進します。 

エ 吹田市廃棄物減量推進員の活動の充実 

     吹田市廃棄物減量推進員と連携し、地域へごみの分別排出ルールを浸透させま

す。 

 

⑶ 排出者責任の確立と事業系ごみの減量促進 

ア 市内大学における廃棄物減量の促進 

これまでの連携を活かして、使い捨てコンタクトレンズ空ケース回収等、プラ

スチックごみ削減やフードドライブへの協力による食品ロスの削減等、ごみ減量

の取組を促進します。また、学園祭におけるエコステーションの設置を推進しま

す。 

イ 事業系ごみの減量及びリサイクルの指導 

分別方法やリサイクルの方法を記載したチラシ等を活用し、事業系ごみの減量

及びリサイクルするよう指導します。また、事業系一般廃棄物排出事業者に向け

て、啓発や情報共有のため、研修会を実施します。 

ウ 市職員へのごみ分別・減量の推進 

庁内で発生する古紙等の分別及びリサイクルを徹底します。また、庁内におけ

る除草ごみ、剪定枝等のリサイクルの状況を調査し、行政から排出される廃棄物

の減量・リサイクルを推進します。 
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７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係

る分別の区分（法第８条第２項第３号） 

  収集に係る分別の区分は、現行の収集体制の分別の区分を活用して行う。 

 

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

主としてスチール製の容器 

主としてアルミ製の容器 

 

空かん 

主としてガラス製の容器 

 無色のガラス製容器 

 茶色のガラス製容器 

 その他の色のガラス製容器 

 

空びん 

主として紙製の容器であって飲料を充てんするためのもの 

(原材料としてアルミニウムが利用されているものを除く。) 

 

飲料用紙パック 

主として段ボール製の容器  

 
段ボール 

主として紙製の容器包装であって上記以外のもの 

 

 

雑誌類（その他紙類を

含む） 

主としてポリエチレンテレフタレート(ＰＥＴ)製の容器であ

って飲料又はしょうゆ等を充てんするためのもの 

 

ペットボトル 
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８ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び法第２条 

第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第８条第２項第４号） 

 

（単位：トン） 

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

0 1,025 0 1,030 0 1,035 0 1,040 0 1,045

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

0 500 0 502 0 505 0 507 0 509

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

296 245 298 246 299 247 300 249 301 250

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

0 337 0 339 0 340 0 342 0 343

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

220 0 221 0 222 0 223 0 224 0

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

うち白色トレイ

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

189 190 191 192 193

327 329 330 332 333

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

1,025 1,030 1,035 1,040 1,045

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

500 502 505

546 549 551

2 2 2 2 2

507 509

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

541 544

（合計）

337 339 340 342 343

3,083 3,097 3,111 3,126 3,140

（合計） （合計） （合計） （合計）

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

0 0 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

220 221 222 223

主として紙製の容器であって飲料を
充てんするためのもの（原材料として
アルミニウムが利用されているものを

除く。）

主として段ボール製の容器

主として紙製の容器包装で
あって上記以外のもの

主としてポリエチレンテレフタレート
(PET)製の容器であって飲料、しょうゆ

等を充てんするためのもの

主としてプラスチック製の容器包装で
あって上記以外のもの

0 0 0 0 0

主としてスチール製の容器

主としてアルミ製の容器

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容器

0 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

224

 

 

９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適応物ごとの量及び法第２条

第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

 

特定分別基準適合物等の量及び法第２条第６項に規定する主務省令で定めるものの量

の見込み 

＝ 吹田市一般廃棄物処理基本計画の各年度の搬入推計量× 

搬入量に対する各容器包装の潜在量比率（直近５年間の潜在量比率より算出）＋ 

集団回収推計量（直近５年間の実績より算出） 
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10 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

分別収集は、現行の収集体制を活用して行う。 

   なお、自治会等の市民団体による再生資源集団回収及び小売店による独自回収に 

ついては、引き続き拡充を図る。 

 

分別収集する容器包装廃

棄物の種類 

収集に係る分

別の区分 
収集・運搬方法 選別・保管等段階 

金
属 

スチール製容器 

空きかん 

市による定期収集 

市、民間業者 
アルミ製容器 

市による定期収集 

集団回収 

ガ
ラ
ス 

無色のガラス製容器 

空きびん 
市による定期収集 

集団回収 
市、民間業者 茶色のガラス製容器 

その他の色のガラス

製容器 

紙
類 

飲料用紙製容器 
飲料用紙パッ

ク 
市による定期収集 市、民間業者 

段ボール 段ボール 
市による定期収集 

集団回収 
市、民間業者 

その他の紙製容器包

装 
雑誌類 

市による定期収集 

集団回収 
市、民間業者 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル ペットボトル 市による拠点回収 市、民間業者 

 



7 

 

11 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

 分別収集の用に供する施設は、現行の収集体制を活用し破砕選別工場等とする。 

 

分別収集する容器 

包装廃棄物の種類 

収集に係る分別

の区分 
収集容器 収集車 

中間

処理 

スチール製容器 
空かん 

プラスチック

コンテナ 
プレスパッカ－車 

破

砕

選

別

工

場

等 

アルミ製容器 

無色のガラス製容

器 

空びん 
プラスチック

コンテナ 
ダンプ 

茶色のガラス製容

器 

その他の色のガラ

ス製容器 

飲料用紙製容器 飲料用紙パック 紐で縛る ダンプ 

段ボール 段ボール 紐で縛る 

ダンプ その他の紙製容器

包装 
雑誌類 紙袋 

ペットボトル ペットボトル 袋 ダンプ 

 

12 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 ⑴ 容器包装廃棄物の分別排出が適正に行われるよう、廃棄物減量等推進員との協働に

よる啓発活動を実施する。 

 ⑵ 再生資源集団回収実施団体の拡充を図る。 

 ⑶ 事業者による容器包装廃棄物の自主回収と再生利用（リサイクル）を促進する。 


